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大人の

か
の
ぼ
り
ま
す
。
当
時
は
牛
や
馬
の

力
で
、
深
さ
60
ｍ
以
上
の
井
戸
か
ら

水
を
汲
み
上
げ
た
そ
う
で
、
場
所
に

よ
っ
て
は
、
１
０
０
ｍ
以
上
掘
っ
て

も
水
源
に
た
ど
り
着
か
な
い
こ
と
も

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

明
治
時
代
後
半
に
は
、
竹
で
水
源

地
か
ら
水
を
運
び
、
石
造
り
の
貯
水

槽
に
貯
め
て
使
う
、
延
長
約
８
㎞
の

『
竹
管
水
道
』
が
敷
設
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
よ
う
や
く『
水
道
』
が
敷

設
さ
れ
た
と
は
い
え
、
悪
臭
が
ひ
ど

く
、
飲
む
の
に
は
向
か
な
い
水
だ
っ

た
そ
う
で
す
。

　

大
正
14
年
に
よ
う
や
く
、
金
属
管

に
よ
る
水
道
敷
設
に
着
手
、
そ
し
て

昭
和
2
年
に
、
悲
願
の
近
代
的
な
水

道
が
完
成
し
ま
し
た
。
そ
の
喜
び
を

先
人
た
ち
は
、『
と
こ
し
え
に	

恵め
ぐ
みの

霧
や	

潤
わ
ん	

笠
野
原
は	

開
け
開
け

て
』と
詠よ

ん
で
い
ま
す
。

　

昭
和
37
年
着
工
の
、
国
営
第
1
号

の
畑
地
か
ん
が
い
事
業
で
は
、
高

隈
ダ
ム
整
備
と
と
も
に
、
総
延
長

６
８
０
㎞
・
最
大
直
径
１
．
35
ｍ
の

パ
イ
プ
が
敷
設
さ
れ
ま
し
た
。
資
料

館
に
は
、
水
の
流
れ
を
制
御
す
る
制

水
弁
を
展
示
し
て
い
ま
す（
写
真
）。

こ
の
直
径
が
最
大
０
．７
ｍ
で
す
の

で
、
笠
野
原
台
地
に
敷
設
さ
れ
た
パ

イ
プ
の
大
き
さ
が
分
か
り
ま
す
。

　

笠
野
原
台
地
の
水
源
確
保
は
、
世

紀
を
超
え
た
歴
史
が
あ
り
、
そ
れ
を

残
す
の
が
私
の
役
目
で
す
。
資
料
館

に
は
、
当
時
実
際
に
水
道
で
使
っ
た

設
備
や
、
大
正
か
ら
昭
和
の
水
道
工

事
の
写
真
な
ど
を
主
に
展
示
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
、
先
人

た
ち
の
苦
労
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
」

　

市
の
農
業
を
支
え
る
笠
野
原
台

地
。
今
で
は
豊
富
な
水
が
確
保
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
約
90
年
前
ま
で
は
、

農
業
用
水
は
も
と
よ
り
、
飲
み
水
の

確
保
さ
え
ま
ま
な
ら
な
い
状
態
で
、

水
源
確
保
は
江
戸
時
代
か
ら
の
課
題

で
し
た
。
そ
ん
な
、
笠
野
原
台
地
に

お
け
る
水
源
確
保
の
歴
史
を
後
世
に

伝
え
る
の
が
、
笠
野
原
開
発
資
料
館

で
す
。
今
回
は
、
平
成
２
年
に
資
料

館
を
自
ら
整
備
し
た
、
館
主
の
安
藤

一
夫
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
「
笠
野
原
台
地
開
発
の
歴
史
は
、

約
３
０
０
年
前
、
江
戸
時
代
ま
で
さ竹管水道の貯水槽で使用した石材

人力で水道用金属管を運搬

笠
野
原

開
発
資
料
館

↑至 上高隈町

↓至 東原入口交差点

垂水堀
バス停

垂水堀
バス停

㈲安藤製茶
工場

笠野原
開発資料館

下高隈町5049
☎0994-44-8508
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